
Ⅳ．新しい逆走対策の取り組み
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1．画像認識技術を活用した逆走車への警告

○車両搭載カメラにて標識を認識し、カーナビ等で注意喚起する技術は一部で実用化されている。

○道路側の逆走警告の標識表示（デザイン・設置ルール等）のルールを統一する等により、カメラの画像認識技術を活用。逆走するドライ
バーにドラレコやカーナビ等により警告する技術の開発を目指す。

【単路部イメージ】
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2-①．テストコースによる逆走防止対策の技術開発

○2018年と2019年の逆走死亡事故は、ＳＡ・ＰＡから本線への逆走が原因であったことを踏まえ、ＳＡ・ＰＡから本線への逆走抑止対策につい
て、東北道の旧蓮田SA（埼玉県）のランプ線において、実験が可能なテストコースを開設予定。
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2-②．東北道 旧蓮田ＳＡ（上り） テストコース

【旧蓮田SA 位置図】

○東北道（上り）の旧蓮田ＳＡ（埼玉県蓮田市）は２０１９年７月に約２.５㎞移転し新たな蓮田ＳＡがオープン。
○現在使用されていない旧蓮田ＳＡのランプにて公開実験を実施。
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2019年9月にフル化が事業化

テストコース 約200m



3．損保業界と連携した対策検討
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○一部の自動車保険には通信機能等を内蔵した専用ドラレコのレンタルとセットとなったプランがあり、レンタルされるドラレコには、一部の
ＩＣ・ＪＣＴを対象とした逆走注意アラート機能も搭載されている

○損保会社と逆走発生状況や保険加入者のニーズ等を共有し、アラート対象ＩＣの拡大や逆走警告機能付ドラレコの普及方法について検討
していく。

出典：三井住友海上HP
https://www.ms-ins.com/personal/car/gk/mimamoru-dr.html （2019年10月）

・専用ドラレコに内蔵されたGPS等の位置情報から逆
走の可能性を検知し、アラートで通知。

＜自動車保険専用ドライブレコーダー パンフレット＞

・現状の対象施設は、H27に公表された逆走対策
優先箇所等の108施設。


